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要旨

本研究は，「ユニバーサルデザインフォント（以下「UD フォ

ント」と表記）」として開発されたフォントの評価を中心に総

合的に検証し，合わせてフォントの形態的属性についても調査

を行い，これらの相関性を分析考察することで，望ましい UD

フォントのデザインに関する指針を得ることを目的とした。

UD フォントの評価は，従来の視認性，判別性，可読性の 3

つの評価項目に、積極的な評価項目とされていなかった美感性

を加え、計 4 つの項目で行った。若年者，デザイン関連業務経

験者，高齢者の合計 90 名を被験者とした。また，角ゴシック体，

丸ゴシック体，明朝体から，合計 60 フォントを実験用フォン

トとして選定した。

本稿では，実験のうち，美感性を取り上げて分析を行い，合

わせて計測したフォントの形態属性との間の相関性を探った。

その結果，濃度，字面面積，英数字の形態が，いずれのカテゴ

リーにおいても，見出しと本文フォントともに，美感性評価に

強く影響していることがわかった。

Summary 
This study aimed to investigate the correlation between 

the results of evaluation experiments of universal design 
fonts (UD fonts) and visual attributes of typefaces, such 
as stroke density, in order to contribute toward further 
development of UD fonts with better performance and 
higher aesthetic values. The study was conducted in 
the form of evaluation experiments, with feedback being 
gathered based on four evaluation points: visibility, 
legibility, readability, and aesthetic appeal. A total of 60 
typefaces were selected from the Gothic, Round Gothic, 
and Ming styles, and 90 participants were recruited 
comprising college students, designers, and older adults.

In this paper, we report the results of the aesthetic 
evaluation. The results indicate that stroke density, 
character area, and alphanumeric character width-
to-height ratio are significant factors that affect the 
evaluation of UD fonts from an aesthetic point of view.

１.はじめに

「ユニバーサルデザインフォント（以下「UD フォント」と

表記）」は，松下電器とイワタが 2006 年に共同開発した「イワ

タ UD フォント」をはじめとして，高齢者や弱視者を配慮した

見やすく，読みやすいフォントとして各フォントメーカーで制

作が行われるようになった。可読性，視認性などの機能的側面

に重点を置く UD フォントは，開発に関連づけた実験による性

能の検証が行われる点で他のフォントデザインと異なっている。

実際，UD フォントの調査研究は，メーカーごとに実践されて

きており，それぞれ報告がなされている。本研究もフォントワー

クス株式会社と筆者らの共同研究として実施したものであるが，

これまでの UD フォントの研究の枠組みと以下の諸点で異なる。

第 1 に，従来の研究では，他のフォントとの比較によって該

当する UD フォントの特性を明らかにすることに主眼が置かれ

ているのに対して，本研究では通常のフォントも含め各社の

UD フォントを総合的に比較調査した。第 2 に，表 1 に示して

いるように，従来の UD フォント研究では，角ゴシック体，丸

ゴシック体，明朝体などのフォントのカテゴリーを区別するこ

となく混合して調査しているものが多い。本研究では 3 つのカ

テゴリーごとに分けて実験を行った。第 3 に，フォントの形状

の属性を計測し，それとの相関性を求め，フォントのデザイン

と可読性等の関係について考察を加えた。要約すれば，従来の

UD フォントの研究が開発対象のフォントの機能性の検証に主

眼が置かれてきたのに対し，本研究では UD フォントとして開

発されたフォントの評価を中心に総合的に検証し，合わせてフ

ォントの形態的属性についても調査を行う。これらの相関性を

分析考察することで，望ましい UD フォントのデザインに関す

る指針を得ることを目的としている。

２．美感性の調査

調査分析の対象となるフォントの性能としては，表１に示す

ように先行研究にばらつきがあるが，本研究では，特に鷲巣ら

の研究を参考に，可読性，視認性，判別性，美感性を対象として，

実験調査を行った。それぞれの性能を以下のように定義した。

①視認性：文字のひとつひとつの構成要素の視認しやすさ

②判別性：他の文字と誤読しにくく，判別しやすいこと
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③可読性：文字列としての単語・文章の読みやすさ

④美感性：フォントの美しさ

本稿では，データの量の関係から，このうち，④の美感性に

ついて報告する。美感性については，従来の UD フォントを扱

う研究では，読みやすさ・識別しやすさ・見分けやすさの指標

である「可読性」，「視認性」，「判別性」の性能がほぼ共通して

扱われてきたが，積極的な評価項目として扱われてこなかっ

た。しかし UD フォントでしばしば指摘される問題点のひとつ

は，識別しやすさを向上させようとすると，美感性が低下する

場合がある点である。そうした問題が実際に確認できるかどう

か，確認できるとしたらそのデザインの特徴との関連について

考察することが有効であると考えた。

研究の手法としては，フォントの主観評価実験およびフォン

ト形態属性の計測を行い，得られたデータを解析・比較するこ

とで，心理的側面と物理的側面の両面から総合的な分析を行う

こととした。主観評価実験および計測に共通して使用するサン

プルフォントは，フォントの 3分類（「角ゴシック体」「丸ゴシ

ック体」「明朝体」）から用途別（見出し用・本文用）に，各

10 フォントずつ（使用頻度が高い非 UD フォントを 3 ～ 4 フォ

ント含む）を選定した（図 1(a) 〜 (f)，末尾に「UD」表記が

あるフォントが UD フォントである）。

３.フォントの美感性評価実験

3.1. フォントの美感性評価実験

実験装置及び実験条件については，以下の通りである。

・実験装置：Mac Pro 制御の 4K ディスプレイ

　Dell : 23.8 inch UP2414Q

・文字色：黒 ( < 0.35 cd/m2)

・背景色：白 ( Dell : 185cd/m2) 

　CIE1931xy (x, y)=(0.3127, 0.3290)

・観察距離：0.6m

・観察条件：暗室

被験者は，若年者，高齢者，視覚表示物デザイン関連業務経

験者（以下「経験者」と略記）の 3 群とした。それぞれ 30 名

の実験を実施し，合計 90 名となった。実験は九州大学芸術工

学研究院の実験倫理委員会の許可を得て実施された。若年者は

14 名の男性と 16 名の女性から構成され，平均年齢は 21.9（最

小 =19，最大 =28，SD=1.62）であり，一日のコンピュータの

使用時間は平均 5.7 時間であった。高齢者は 17 名の男性と 13

名の女性から構成され，平均年齢は 67.9（最小 =65，最大 =78，

SD=3.21）であり，一日のコンピュータの使用時間は平均 0.7

時間であった。経験者は，14 名の男性と 16 名の女性から構成

され，平均年齢は 43.03（最小 =25，最大 =67，SD=12.2）であり，

一日のコンピュータの使用時間は平均 7.6 時間であった。見出

しフォントの実験刺激は，1 フォントにつき，文字種混合（一

行の文字列）および文字種別：ひらがな（3 から 4 文字），カ

タカナ（3から 4文字），英語（1単語）以上の 4種類から構成

される（図 2(a)）。文字の内容はそれぞれ 10 種類である。本

文フォントの場合では，文字種混合の一段落（25 字程度× 4行）

の文章を刺激とした（図 2(b)）。文章の内容は計 10 種類である。

文字サイズの設定に関しては，見出しフォントのディスプレイ

上の表示サイズを 20pt とし，本文フォントを 10.5pt の表示サ

イズに設定した。

評価方法としては，サーストンの一対比較法を用いた［注９］。

2 つの実験刺激が凝視点の上下に提示され，被験者は提示され

た刺激から，「どちらが美しい」かを相対評価した。文章とフ

表 1　先行研究のまとめ
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ォントの組み合わせはランダムに表示される。全ての被験者に

は実験操作の練習が行われた。判断を決める作業は被験者が納

得するまで継続され，時間的制約はなかった。

3.2. 形態属性の計測

主観評価実験と平行して，主観評価実験と同様の計 60 フォ

ントを計測対象とし，計量可能なフォントの形態属性を計測し

た。計測属性及び計測字形に関しては，表 2に示している。　　

字面面積と濃度の計測に関しては，図 3(a) に示しているよ

うに，仮想ボディ内の文字の上下左右の突出部分から字面を表

す外接矩形の面積を計測し，字面面積の大きさとした。また，

仮想ボディ内の塗りつぶされた領域の面積が仮想ボディ全体の

面積に占める割合を濃度とし，計測を行った。漢字・仮名・英

数字それぞれの字面面積を計測し，漢字と仮名の字面面積の平

均値，漢字と仮名，漢字と英数字の字面面積比も求めた。また，

漢字と英数字の外接矩形の縦幅と仮想ボディの横幅を計測し，

プロポーションを計算した。

漢字のフトコロ率の計測に関しては，そもそもフトコロとは

どの部分を指すのかという議論がある。本稿では計測の技術的

制約も踏まえて，フトコロを完全に筆画で囲まれた部分に限定

し，その幅の文字全体幅に対する割合をフトコロの広さと定義

した。先行研究［注 10］を参考に，計測方法については，図

3(b) に示しているように，「夏」を例とすると，中心の「目」

の部分の横幅の内寸を測り，字面最大幅に対する割合を計算し

た。以上の計測条件を満たすものの内から，「草」，「夏」，「暮」，

「春」，「束」，「重」，「章」，「京」，「黄」，「某」の 10 文字を計測

字形として選び，いずれも 100 ポイントのサイズで統一し，計

測を行って，10 文字の平均を算出した。

(a)　見出し用角ゴシック体

(b)　見出し用丸ゴシック体

(c)　見出し用明朝体

(d)　本文用角ゴシック体

(e)　本文用丸ゴシック体

(f)　本文用明朝体

（a)　見出し用フォントの実験画面

(b)　本文用フォントの実験画面

図 1　実験用フォント

図 2　実験画面



(a) 字面面積 (b) 漢字のフトコロ (c) ひらがなのフトコロ

フトコロの横幅

最大字面幅

囲まれた部分の面積

ひらがなの字面面積

表 2　フォント形態属性の計測項目

図 3　フォント形態属性の計測方法

図 4　分析の手続き

ひらがなのフトコロ率の計測に関しては，漢字と同様に，フ

トコロを完全に筆画で囲まれた部分に限定した。その面積と字

面面積の割合をフトコロの広さと定義した。「お」，「す」，「な」，

「の」，「ぬ」，「は」，「ほ」，「ま」，「み」，「む」，「め」，「ゆ」，「る」

の 13 字を選定して計測を行い，平均を算出した。図 3(c) に示

しているように，「の」を例とすると，囲まれた丸い部分の面

積を計算し，字面面積に対する割合を計算した［注 11］。

なお，字面面積，濃度（黒み），字面面積の比率，ひらがな

のフトコロの計測に関しては，独自に開発したソフトウェアを

用い，いずれも 1000UPM のアウトライン座標空間で計測を行っ

た［注 12］。

3.3. 分析の手続き

実験結果および分析の手続きは，図 4の通りである。

まず，評価実験から得られた実験結果を用いて，サーストン

一対比較法による選択数から評価フォント毎に勝率を算出し，

それを基に心理尺度値を求めた。次いで，形態属性との相関関

係の分析に用いる実験結果を絞るために，被験者群間および文

字種間の相関関係について考察した。最後に，フォント形態属

性の計測結果との間の相関検定を行い，主観評価実験の結果に

影響を与える形態属性を抽出した。

４.結果

4.1. 美感性評価実験の結果

4.1.1. 見出しフォントの美感性評価実験結果

若年者による角ゴシック体・丸ゴシック体・明朝体の見出し

フォントの美感性評価実験結果のサーストン尺度値を図 5に示

している。それぞれ文字種混合・ひらがな・カタカナ・英語の

順で結果を図示し，横軸の右側に行くほど美感性の評価が高い。

高齢者による見出しフォントの美感性評価実験結果のサースト

ン尺度値については，図 6に示している。図 7に経験者の実験

結果の尺度値を示している。

次に，これらの評価結果を用いて，被験者群間の相関関係を

分析した。その結果を表 3(a) にまとめている。相関係数行列

を段階的に色分けし，白色のセルは相関係数が低く，濃い色の

セルは相関係数が高い。結果を見ると，角ゴシック体，丸ゴシ

ック体，明朝体ともに，若年者，高齢者，経験者の間に，いず

れも有意な相関が認められ，被験者群間の差はなかった。その

ため，若年者，高齢者，経験者の各群の評価結果に，被験者 3

群の合計評価を加え，文字種間の相関関係の分析を行った。そ

の結果を表 4に示す。

表 4の分析結果から，角ゴシック体と明朝体の美感性評価の

文字種間の相関関係については，いずれの被験者群においても，

文字種混合と文字種別の間に相関が認められ，文字種間の差は

ないことがわかった。丸ゴシック体の美感性評価については，

若年者と経験者の評価に，文字種間の差が見られたため，文字

種別に考察する必要があると考えられる。それに対して，高齢

者と被験者 3群合計の評価では，文字種混合と文字種別の間に

有意な相関性が認められ，差はなかった。

以上の分析結果を踏まえ，実際の日本語の文章は，漢字・仮

名混じり文であることから，本稿では，見出しフォントの美感

性評価では，文字種混合の 3群の合計評価結果を取り上げるこ

とにした。それらの実験結果のサーストン尺度値を図 8に示す。

4.1.2. 本文フォントの美感性評価実験結果

若年者・高齢者・経験者による本文フォントの美感性評価実

験結果のサーストン尺度値を図 9に示す。それぞれ角ゴシック

体・丸ゴシック体・明朝体の順である。表 3(b) に示すように，

フォントの種別ごとに被験者 3 群間では異なる傾向となった。

角ゴシック体・丸ゴシック体については，若年者と経験者の評

価にて，高い相関が見られるが，高齢者はいずれとも異なる傾
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(a) 見出し角ゴシック体の美感性評価結果 (a) 見出し角ゴシック体の美感性評価結果

(c) 見出し明朝体の美感性評価結果 (c) 見出し明朝体の美感性評価結果
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図 5 若年者による見出しフォントの美感性評価結果のサーストン尺度値 図 6 高齢者による見出しフォントの美感性評価結果のサーストン尺度値
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向にあった。明朝体では，若年者，高齢者，経験者の間に，い

ずれも有意な相関が認められ，被験者群間の差はなかった。

以上の結果をふまえ，角ゴシック体と丸ゴシック体について

は，若年 - 経験者の群と高齢者に分けて考察することとした。

明朝体については，いずれの被験者群においても有意な相関

が見られたため，3 群の合計評価を用いて分析することとした。

実験結果のサーストン尺度値を図 10 に示す。

4.2. フォントの形態属性の計測結果

フォントの形態属性については，前述した独自開発したソフ

トウェアを用いて全フォントのデータを計測し，集計した。そ

の計測結果の一部を表 5に示している。

５.美感性と高い相関を示すフォントの形態属性

フォントのどのような形態属性要素が美感性に影響を与えて

いるかを明らかにするため，主観評価実験の結果及びフォント

形態属性の計測結果を用いて，相関分析を行った。

選定したフォントの形態属性要素は以下である。

・かなと漢字の字面面積，英数字字面面積

・かなと漢字の濃度 (黒み ) 

・プロポーション (漢字 )，プロポーション (英数字 ) 

・フトコロ率 (漢字 )

・面積比 (ひらがな / 漢字 )，面積比 (カタカナ / 漢字 )，

 面積比 (かな平均 / 漢字 )， 面積比 (英数字 / 漢字 )
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(a) 本文角ゴシック体の美感性評価結果

(b) 本文丸ゴシック体の美感性評価結果

(C) 本文明朝体の美感性評価結果
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図 9　本文フォントの美感性評価結果のサーストン尺度値

(c) 見出し明朝体の美感性評価結果

(a) 見出し角ゴシック体

(b) 見出し丸ゴシック体

(c) 見出し明朝体

(a) 若年者による本文フォントの美感性評価結果

(b) 高齢者による本文フォントの美感性評価結果

(c) 経験者による本文フォントの美感性評価結果

図 7 経験者による見出しフォントの美感性評価結果のサーストン尺度値
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(a) 本文角ゴシック体の美感性評価結果

(b) 本文丸ゴシック体の美感性評価結果

(C) 本文明朝体の美感性評価結果
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図 9　本文フォントの美感性評価結果のサーストン尺度値

(c) 見出し明朝体の美感性評価結果

(a) 見出し角ゴシック体

(b) 見出し丸ゴシック体

(c) 見出し明朝体

(a) 若年者による本文フォントの美感性評価結果

(b) 高齢者による本文フォントの美感性評価結果

(c) 経験者による本文フォントの美感性評価結果

図 7 経験者による見出しフォントの美感性評価結果のサーストン尺度値
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(a) 見出角ゴシック体の美感性評価結果
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若年者 0.839 ** 0.899 ** 0.747 * 0.719 * 0.445 n.s. 0.673 *

高齢者 0.961 ** 0.920 ** 0.779 ** 0.898 ** 0.691 * 0.723 *

経験者 0.677 * 0.847 ** 0.845 ** 0.752 * 0.401 n.s. 0.565 +

被験者合計 0.855 ** 0.942 ** 0.844 ** 0.834 ** 0.504 n.s. 0.756 *

若年者 0.316 n.s. 0.525 n.s. 0.763 * 0.846 ** -0.160 n.s. 0.134 n.s.

高齢者 0.910 ** 0.938 ** 0.772 ** 0.923 ** 0.586 + 0.691 *

経験者 0.386 n.s. 0.725 * 0.778 ** 0.846 ** -0.109 n.s. 0.275 n.s.

被験者合計 0.611 + 0.809 ** 0.762 * 0.905 ** 0.102 n.s. 0.383 n.s.

若年者 0.835 ** 0.762 * 0.791 ** 0.868 ** 0.557 + 0.435 n.s.

高齢者 0.783 ** 0.739 * 0.569 + 0.720 * 0.204 n.s. 0.297 n.s.

経験者 0.762 * 0.741 * 0.697 * 0.894 ** 0.691 * 0.632 *

被験者合計 0.856 ** 0.781 ** 0.747 * 0.870 ** 0.577 + 0.511 n.s.

文字種混合ー
ひらがな

文字種混合ー
カタカナ

文字種混合ー
英語

ひらがなーカタ
カナ

ひらがなー英
語

明朝

角ゴシック

丸ゴシック

カタカナー英語

表 4　美感性実験の見出しフォントの文字種間の相関分析結果

表 3　被験者間の相関分析結果

表 5　フォントの形態属性の計測結果（一部抜粋）

フォント フトコロ率

角ゴシック＿見出し ひらがな カタカナ 漢字 英数字 ひらがな カタカナ 漢字 漢字 英数字 漢字 ひらかな/漢字 カタカナ/漢字 かな平均/漢字 英数/漢字

M-K-01-UD 769954 732361 879844 558561 335873 285783 545780 1.0000 1.3401 0.4905 0.8751 0.8324 0.8537 0.6348

M-K-02-UD 703862 657712 887328 506907 308077 253718 519557 0.9873 1.2962 0.5117 0.7932 0.7412 0.7672 0.5713

M-K-03-UD 765609 704754 863950 507515 344029 273723 541650 0.9904 1.3389 0.4827 0.8862 0.8157 0.8510 0.5874

M-K-04-UD 761236 695540 910080 562464 330703 272899 543399 0.9875 1.2143 0.4415 0.8364 0.7643 0.8004 0.6180

M-K-05-UD 669369 589765 820820 426579 257473 208052 444630 0.9912 1.3849 0.4668 0.8155 0.7185 0.7670 0.5197

M-K-06-UD 790948 725616 910453 507298 261869 210006 454239 1.0012 1.3610 0.5864 0.8687 0.7970 0.8329 0.5572

M-K-07-UD 764198 715377 891939 477623 316552 264649 496609 0.9956 1.3105 0.4848 0.8568 0.8020 0.8294 0.5355

M-K-08 661770 589808 806323 458489 248564 192087 393383 0.9802 1.3165 0.4935 0.8207 0.7315 0.7761 0.5686

M-K-09 727353 660114 881712 407071 290460 229266 487990 0.9936 1.4829 0.4363 0.8249 0.7487 0.7868 0.4617

M-K-10 759152 753609 903589 438101 364026 335346 589521 0.9944 1.2428 0.4177 0.8402 0.8340 0.8371 0.4848

字面面積 濃度 プロポーション 字面面積比

表 6　美感性とフォントの形態属性の相関分析結果

角ゴシック -0.606 + -0.834 ** -0.163 n.s. 0.429 n.s. -0.229 n.s. -0.666 * -0.513 n.s. 0.039 n.s. 0.604 + -0.155 n.s.

丸ゴシック -0.438 n.s. -0.694 * 0.400 n.s. 0.737 * 0.130 n.s. 0.081 n.s. 0.106 n.s. 0.366 n.s. -0.564 + 0.216 n.s.

明朝 -0.735 * -0.674 * 0.003 n.s. -0.024 n.s. -0.257 n.s. -0.182 n.s. -0.221 n.s. -0.050 n.s. 0.354 n.s. -0.382 n.s.

角ゴシック（若-経） -0.319 n.s. 0.003 n.s. -0.600 + -0.016 n.s. -0.690 * -0.460 n.s. -0.584 + 0.271 n.s. -0.357 n.s. 0.158 n.s.

角ゴシック（高齢） 0.636 * 0.096 n.s. 0.364 n.s. 0.751 * -0.036 n.s. 0.387 n.s. 0.223 n.s. 0.867 ** -0.754 * 0.885 **

丸ゴシック（若-経） -0.147 n.s. -0.164 n.s. -0.251 n.s. -0.862 ** -0.325 n.s. -0.337 n.s. -0.331 n.s. -0.319 n.s. 0.498 n.s. -0.323 n.s.

丸ゴシック（高齢） 0.359 n.s. 0.023 n.s. 0.096 n.s. -0.228 n.s. -0.050 n.s. -0.043 n.s. -0.046 n.s. 0.075 n.s. 0.015 n.s. 0.754 *

明朝（若-経-高） -0.043 n.s. 0.872 ** 0.457 n.s. 0.033 n.s. -0.405 n.s. -0.253 n.s. -0.321 n.s. 0.728 * -0.785 ** 0.731 *

プロポーション
（英数字）

字面面積（英数字）字面面積（平均） 濃度（平均） プロポーション
（漢字）

フトコロ率（漢字） 面積比
（ひらかな/漢字）

見
出
し

本
文

面積比
（カタカナ/漢字）

面積比
（仮名平均/漢字）

面積比
（英数/漢字）

（**：p< 0.01，*：p< 0.05，+：p< 0.1，n.s.：p> 0.1） 

（表の中に示している字面面積，濃度は，UPM に基づく面積の値であり，最大は 1000,000 である。プロポーション，フトコロ率，字面面積比は，それ

ぞれの比率の値である。） 

（**：p< 0.01，*：p< 0.05，+：p< 0.1，n.s.：p> 0.1） 

(a) 見出しフォントの美感性実験の被験者間の相関分析結果 (b)　本文フォントの美感性実験の被験者間の相関分析結果

（**：p< 0.01，*：p< 0.05，+：p< 0.1，n.s.：p> 0.1） 

角ゴシック 0.685 * 0.939 ** 0.770 **

丸ゴシック 0.799 ** 0.956 ** 0.773 **

明朝 0.695 * 0.815 ** 0.949 **

若年-高齢 若年-経験 高齢ー経験

見出し

若年-高齢 若年-経験 高齢ー経験

角ゴシック 0.364 n.s. 0.775 ** 0.069 n.s.

丸ゴシック 0.109 n.s. 0.946 ** -0.031 n.s.

明朝 0.602 + 0.945 ** 0.618 +

本文



相関分析の結果を表 6に示す。以下，考察を行う。

5.1. 見出しフォントの美感性

角ゴシック体・丸ゴシック体・明朝体の見出しフォントの文

字種混合の条件での美感性評価と高い相関性を示す形態属性を

検討し，高い相関性を示す属性を用いて，見出しフォントに関

するグラフを作成した（図 11）。グレーの棒グラフが美感性評

価の心理尺度値であり，値の大きさで並べ替え，左側ほど美感

性の評価が高いことを示している。第 2軸の線グラフが各フォ

ントの属性の計測値を標準化した値であり，属性ごとに色違い

で表示している。このグラフより，見出しフォントの実験結果

の相関性を観察すると，以下の 3つの全体的な特徴が見られた。

（１）濃度の影響が全体的に強い。

概ね角ゴシック体，丸ゴシック体，明朝体ともに見出しフォ

ントについては，濃度の度合いとの相関関係が認められた。各

フォントのグラフから，視覚的に濃くない（黒くない）ほうが

美感性の評価が高かった。この傾向は，特に角ゴシック体に顕

著である。

（２）平均字面面積の影響が強い。

角ゴシック体，明朝の見出しフォントについては，平均字面

面積との間に相関が認められ，平均より字面が小さいほうが評

価は高かった。他方で丸ゴシック体には，こういった傾向が見

られなかった。

（３）英数字の形態の影響が強い。

角ゴシック体，丸ゴシック体の見出しフォントについては，

英数字のプロポーションとの間に相関が認められ，角ゴシック

体の場合では，平均より横幅が狭いほうが評価は高かった。丸

ゴシック体に関しては，横幅が広いほうが評価は高かった。

5.2. 本文フォントの美感性

角ゴシック体・丸ゴシック体の本文フォントの美感性の評価

結果と高い相関性のある形態属性を検討するにあたって，若年

- 経験者の群と高齢者に分けて考察を進めた。また明朝体に関

しては，被験者 3群合計の結果を用いて分析した。その結果を

示す。

（１）角ゴシック体

本文フォントの相関性を表すグラフを作成した。若年 -経験

者の群のグラフを図 12(a) に，高齢者の評価結果と相関するフ

ォントの形態属性を表すグラフを図 12(b) に示す。

若年 -経験者による角ゴシック体本文フォントの美感性の評

価については，漢字のプロポーションと仮名の字面面積の比率

との間に相関関係が認められた。漢字の横幅が平均より広いほ

うが美感性の評価は高かった。また，仮名の字面面積が小さい

フォントのほうが美感性の評価は高かった。

高齢者の評価については，字面面積，漢字のフトコロ率と英

数字のプロポーションとの間に相関性が認められた。平均字面

(a) 見出し角ゴシック体

(c) 見出し明朝体

(b) 見出し丸ゴシック体

図 11　見出しフォントの美感性と相関するフォントの形態属性

面積については，特に英数字の場合に字面面積が大きいほうが，

美感性の評価は高かった。また，漢字のフトコロ率が大きいフ

ォント，そして，英数字の横幅が広いフォントが美感性の評価

は高い。
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相関分析の結果を表 6に示す。以下，考察を行う。
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面積については，特に英数字の場合に字面面積が大きいほうが，

美感性の評価は高かった。また，漢字のフトコロ率が大きいフ

ォント，そして，英数字の横幅が広いフォントが美感性の評価
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(a) 若年 -経験者群 (a) 若年 -経験者群

(b) 高齢者 (b) 高齢者

図 12　本文角ゴシック体の美感性と相関するフォントの形態属性 図 13　本文丸ゴシック体の美感性と相関するフォントの形態属性

図 14　本文明朝体の美感性と相関するフォントの形態属性

（２）丸ゴシック体

若年 -経験者の群のグラフを図 13(a) に，高齢者の評価結果

と相関するフォントの形態属性を表すグラフを図 13(b) に示す。

若年 -経験者による丸ゴシック体本文フォントの美感性評価

は，漢字のフトコロ率と相関し，フトコロ率が小さなフォント

の美感性の評価は高い。高齢者による丸ゴシック体本文フォン

トの美感性評価は，英数字の形状属性との相関認められ，英数

字の字面面積が大きく，漢字と比較して英数字が大きいほうが

美感性の評価は高い。

（３）明朝体

明朝本文フォントの美感性と相関する属性を図 14 に示す。

濃度との高い相関関係が認められ，見出しフォントと異なり，

視覚的に濃い（黒い）ほうが美感性の評価が高くなっていた。

英数字のプロポーションと相関しており，平均より横幅が広い

フォントの美感性の評価が高かった。また英数字の字面面積の

影響も見られ，面積の大きなフォントの美感性評価が高かった。

６.おわりに

本研究では，角ゴシック体，丸ゴシック体，明朝体のカテゴ

リーごとに代表的な UD フォントを中心に実施した可読性，視

認性，判別性，美感性の実験のうち，美感性を取り上げて分析
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を行い，合わせて計測したフォントの形態との間の相関性を

探った。その結果，濃度，字面面積，英数字の形態が，いずれ

のカテゴリーにおいても見出し，本文フォントともに，美感性

評価に強く影響していることがわかった。このことから，UD

フォントの諸属性が，従来の視認性・可読性・判別性のみなら

ずその美感性をコントロールするうえでも重要であると言える。

特に，見出しフォントの評価結果において，濃度からの影響が

顕著である。文字の見た目の濃さは，フォントの美しさの印象

の変化に影響を与えている重要な属性であると考えられる。見

た目の濃さは可読性，視認性と関係があり，その関係を検討す

る研究が見られるが，書体の印象との関係について検討した先

行研究［注 13］においても，文字の太さごとの印象の特徴お

よび文字の太さによる印象の変化が明らかにされている。

また，若年者，経験者，高齢者の３つの被験者群間の相関分

析から，見出しフォントの場合では被験者群間の差はなかった

が，本文フォントの場合では，高齢者の評価結果が，若年 -経

験者群とでは異なる傾向にあった。このことは，高齢者は他の

被験群と異なる基準で本文用のフォントの美しさを評価してい

ることを示唆している。本研究では，丸ゴシック体について，

若年者や経験者がフトコロの小さなフォントを美しいと評価す

る一方で，高齢者では字面の大きなフォントを評価していた。

このことは，高齢者が比較的大きなフォントを美しいと見なす

可能性があることを示唆している。

これらの点については，可読性，視認性，判別性についての

分析結果を踏まえて，改めて考察する必要がある。
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中国河南省楊玘屯における伝統的工芸｢泥咕咕｣の制作技術とその特質

研究論文：論説 REVIEW ARTICLES

ー地域特性を活かした資源循環型ものづくり｢泥咕咕｣の文化(１)

Production Techniques and Characteristics of Traditional Craft “Nigugu” in Yangqi Village, Henan Prov., China
-Resource-Recycling Manufacturing with Culture of "Nigugu" Utilizing Regional Characteristics(1)
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● Key words:　Nigugu, Yangqi Village, Production techniques, Characteristics

●要旨

本稿は，中国河南省楊玘屯における伝統的工芸「泥咕咕」の

制作技術とその特質の把握を目的としたものである。以下が調

査・考察の結果である。(１)泥咕咕の制作技術は単に生産性の

向上を目指した結果ではなく，土や鉱物，動植物，時間・空

間，温度などの身の回りのさまざまなもの・ことに利活用の可

能性を認め，それらの使用の経験を蓄積しつつ創出・継承され

てきたものである。(２)泥咕咕のモチーフ・サイズが多様であ

る他，同じ人によってつくられた同じモチーフにもいくつかの

種類があり，こうした多様性には農耕生活における自由な創作

活動の発露として，この文化の創造にいかに人びとが主体的に

関わってきたかが表出されている。(３)天日あるいは竃の余熱

だけで乾燥がなされる泥咕咕は，その役割を終えた後，やがて

再び土に還る性質を有しており，泥咕咕の文化が当該地域に

おける資源循環型のものづくりとして成立してきたことが分か

る。(４)泥咕咕が黒を地色とするのは，日常生活にある資源を

利活用したことが主な要因の一つであり，泥咕咕の道具や資源

の調達を含む一連の制作過程には地域資源の全体活用の優れた

知恵が確認された。

●Summary
This paper aims to grasp the production techniques and characteristics 

of conventional craft “Nigugu” in Yangqi Village in Henan Province,
China. It turns out that Nigugu has the following characters. (1)
The production techniques of Nigugu is not simply aiming at raising
productivity, but taking resources as unlimited possibilities. By taking
advantage of the regional circumstances, its living culture has been
inherited all the time. (2) There are varied kinds and sizes of Nigugu,
and even with the same theme and made by same craftsman, Nigugu
still has diverse types.(3) The Nigugu culture has been established as
resourse-recycling manufactering by the fact that Nigugu which is dried 
only by sun or waste heat of hearth could return to the soil again after
finishing ite role. (4) The fact that black is the ground color of Nigugu
is based on the utilization of available living resources, and excellent
wisdom of making full use of one object was diversified though the
production techniques including use of tools and resourses.

１．研究背景と目的

　｢泥咕咕(ニググ)｣とは，中国河南省浚県楊玘屯における伝統

的生活工芸である泥人形の総称である。鳥をモチーフとした造

形が多く，尾に付された穴に息を吹き込むと｢クークー(咕咕)｣

という鳥の鳴き声のような擬音が発生することから｢泥咕咕｣と

名付けられた。当該地域の人びとによって農閑期につくられる

泥咕咕は，浚県正月古廟会[注１]に決まって姿を現すものであっ

た。その歴史は長く，周辺地域の人びとに広く好まれ，さまざ

まなモチーフの製品がつくられてきた。2006年に中国指定の｢非

物質文化遺産｣[注２]に登録された。

　近年，泥咕咕についての調査報告や書籍が数多く出版されて

いる。とりわけ，非物質文化遺産に登録されてからは，全国で

知名度が高まり，浚県および泥咕咕が取り上げられる機会が増

えている。しかしながら，泥咕咕の生産地としての楊玘屯の地

域特性や泥咕咕の特質については十分に研究されているとはい

い難い。

　かつて，古廟会には，泥咕咕を販売する屋台が数多く出さ

れ，それぞれの屋台では，制作者自身が個性あるさまざまな泥

咕咕を販売していた。しかしながら，現在では卸業者が設ける

屋台が現れ，売れ行きが良好なもののみが注文品として制作さ

れるという状況になりつつある。その結果，つくり手の特徴に

よって生じる多様性ではなく，消費者の要求ばかりが重視され

る傾向にある。ひいては，大師ないし非物質文化遺産の伝承人

として認定された職人によってつくられるものに影響され，急

速に画一化する傾向がある。伝統的工芸としての泥咕咕の特質

を再認識した上で保全と創新のあり方を検討することが急務で

ある。

　また，近年の中国社会の高度経済成長に伴い，2000年から

2010年までの10年間で，中国における自然村の数は363万から

271万へとおよそ90万の自然村が消滅したといわれている[注３]。

自然村である楊玘屯も例外ではなく，急速な変容に見舞われて

おり，従来，親から子へと口承で伝えられてきた泥咕咕づくり

は，消失の危険に瀕しているといっても過言ではない。事実，

泥咕咕を制作する家庭の割合は30年前には村の全世代の90％で

あったものが，2010年には35％にまで減少しているという[注

４]。
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